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   令和３年度予算編成方針について（通知） 

 

１ 国の動向 

  内閣府が発表した１０月の月例経済報告では、景気認識を示す基調判断を「景気は新

型コロナウイルス感染症の影響により、依然として厳しい状況にあるが、持ち直しの動

きがみられる。」としており、「先行きについては、感染拡大の防止策を講じつつ、社

会経済活動のレベルを引き上げていくなかで、各種政策の効果や海外経済の改善もあっ

て、持ち直しの動きが続くことが期待される。」とする一方、「国内外の感染症の動向

や金融資本市場の変動等の影響を注視する必要がある。」としている。 

  これを受けた国の政策の基本的態度は、東日本大震災からの復興・創生、激甚化・頻

発化する災害への対応に取り組むとともに、決してデフレに戻さないとの決意をもって、

新型コロナウイルス感染症の感染対策と経済活動を両立し、雇用の確保、事業の継続を

通じて国民生活を守り抜く。その上で、感染症によって明らかになったデジタル化など

の新たな目標について、規制改革など集中的な改革、必要な投資を行い、再び力強い経

済成長を実現する。そのための主要施策について、「経済財政運営と改革の基本方針2020」

等に基づき、経済財政諮問会議で議論される大きな方向性と重点課題に沿って、新たに

設置した成長戦略会議において、改革を具体化するとしている。 

  令和３年度予算の概算要求の具体的な方針は、新型コロナウイルス感染症への対応な

ど緊要な経費については、別途、所要の要望を行うことができることとしながら、これ

までの歳出改革の取組を強化するとともに、施策の優先順位を洗い直し、無駄を徹底し

て排除しつつ、予算の中身を大胆に重点化することとしている。 

 

２ 本市の方針 

  本市の普通会計における令和元年度決算の歳入総額は、５６７億４，２４１万円、歳

出総額は、５３１億２，８２１万７千円であり、実質収支は、２９億７，１８０万５千

円の黒字となったが、実質単年度収支は、９億４，１０８万６千円の赤字となった。加

えて、財政調整基金の令和元年度末現在高は、７５億４，７３５万７千円となり２０億

円程減少した。 

  主要な財政指標である経常収支比率は、対前年度比０．６ポイント増の９４．９％と

なり、依然として財政構造が硬直化している状況である。 

  新型コロナウイルス感染症の感染拡大は、市民生活や地域経済に大きな影響を与える

とともに、本市の財政運営に対しても、感染防止や地域経済への対策、新しい生活様式

への対応など新たな財政需要を発生させ、大きな影響を及ぼしている。 



 
 

特に懸念されることは、歳入において、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響

等により、市税や普通交付税等の収入見込みが不透明であるとともに、歳出においては、

少子高齢化に伴う社会保障経費、公共施設の老朽化に伴う大規模改修経費、指定管理委

託料の増加などにより、一層厳しい財政状況が続く見込みである。 

 

３ 本市の予算編成方針 

令和３年度の予算編成においては、「第２次薩摩川内市総合計画」や「薩摩川内市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づく政策・施策を推進し、人口減少・少子高齢化

など直面する課題や、新型コロナウイルス感染症への対策など、新たな行政課題に的確

に対応していく必要がある。 

また、既存事業については、その必要性を厳しく検証するとともに、新規事業につい

ては、効率的で効果的な事業を構築することとし、限られた財源を有効に活用しながら

将来を見据えた健全な財政運営を行っていくことに、職員一丸となって取り組まなけれ

ばならない。 

  なお、この方針に定めるもののほか、予算編成の基本的な考え方や要求要領等につい

ては、別途示すこととする。 


